
 
            

 
 

 

長
は
、
「
厚
生
労
働
省
が
行
な
っ
た
調

査
は
、
四
つ
の
世
帯
区
分
に
そ
れ
ぞ
れ

三
つ
の
収
入
区
分
が
あ
り
、
１
２
パ
タ

ー
ン
の
比
較
に
な
り
ま
す
。
本
市
の
国

民
健
康
保
険
税
は
１
２
パ
タ
ー
ン
全

て
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
が
１
２
０
０
円
か
ら
３
万
９
６
０

０
円
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

 

↓
裏
面
に
続
く 

離

れ
て
い
ま

す
。 

 

日
本
共
産
党

は
会
派
代
表
総

括
質
疑
で
、
厚

生
労
働
省
が
行

な
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
と
国

保
保
険
税
と
の

比
較
で
は
７
割

の
世
帯
が
保
険

税
が
減
少
す
る

と

し
て
い
る

が
、
本
市
の
実

態
が
ど
う
な
る

の
か
、
質
し
ま

し
た
。 

 

市
民
経
済
部 

    

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
の

行
な
っ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
直
後
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果

で
は
「
保
険
料
が
施
行
前
よ
り
下
が
っ

た
人
が
わ
ず
か
６
％
程
度
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
厚
労
省
推
計
は
実
態
と
か
け 
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被災された方々には心からのお見舞いを申し

上げます。 
日本共産党中央委員会は、「岩手・宮城内陸地

震救援募金」を受け付けます。ぜひご協力下さい。
募金の送付先は、次のとおりです。 

 なお、救援物資の受け付けはしておりませんの
で、ご了解ください。 

【郵便振替口座】００１７０―７―９８４２２ 
【口座名義】日本共産党中央委員会 
送金する際は、振替用紙の通信欄に、「岩手・
宮城内陸地震救援募金」であることがわかるよ

う、明記してください。お近くの党員や議員にお
寄せいただいても結構です。 

 

 多くの国民から廃止が強く求められている後期高齢者医療制度。厚生労働省は

４日、全国平均で６９％の世帯で保険料が減少したとの調査結果をまとめました

が、最も負担増となる世帯構成を除外するなど実態を反映しない調査手法を採用

しており、日本共産党は「負担増を隠す結果へ誘導するもの」と批判しています。 

 制度の創設に伴なう激変緩和措置等をもりこんだ議案を審査する会派代表等

総括質疑（13日）、都市経済常任委員会（17日）の日本共産党の質疑で、厚労

省の調査とは全く逆に12パターン全てで負担増の実態が明らかになりました。 



を
図
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

     

７
５
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
た

め
、
国
保
財
政
は
約
３
億
５
６
０
０
万

円
の
損
失
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
納
税

意
識
の
高
い
後
期
高
齢
者
が
抜
け
る

た
め
収
納
率
も
約
１
％
下
が
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。 

     
 

   
 
    
  

保
険
料
の
負
担
限
度
額
は
法
令
改

正
で
５
９
万
円
ま
で
と
な
り
ま
し
た

が
、
浦
安
市
は
今
回
５
６
万
円
の
ま
ま

で
の
条
例
改
正
で
す
。
こ
の
限
度
額
は

自
治
体
裁
量
で
決
定
で
き
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
独
自
設
定
で
今
後
引
き
上

げ
を
行
な
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

   

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
働
き
、
健
保

に
被
保
険
者
本
人
と
し
て
加
入
し
て

い
た
後
期
高
齢
者
も
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
強
制
的
に
移
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
７
４
歳
以
下
の
扶
養

家
族
は
、
健
保
加
入
者
の
資
格
を
失

い
、
市
町
村
国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

     

こ
う
し
た
元
扶
養
家
族
の
場
合
、
健

保
か
ら
資
格
喪
失
届
け
を
出
し
て
も

ら
い
、
自
分
で
市
町
村
に
国
保
加
入
を

申
請
し
な
い
と
無
保
険
者
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
７
５
歳
以
上
の
労
働
者

を
一
方
的
に
健
保
か
ら
切
り
離
し
て

い
て
、
そ
の
家
族
か
ら
扶
養
家
族
の
資

格
を
奪
い
な
が
ら
、
あ
と
は
自
己
責
任

で
国
保
に
入
れ
と
い
う
政
府
の
態
度

は
き
わ
め
て
無
責
任
で
す
。 

 

都
市
経
済
常
任
委
員
会
で
日
本
共

産
党
が
、
「
こ
う
し
た
対
象
者
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
」
「
て
い
ね
い
な
お

知
ら
せ
を
徹
底
す
べ
き
」
と
質
し
た
の

に
対
し
、
当
局
は
「
３
５
世
帯
３
９
人
」

該
当
者
が
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、 

「
通
知
を
送
付
し
て
問
い
合
わ
せ
を 

し
て
い
る
」
と
、
自
己
申
告
で
は
あ
っ 

て
も
、
国
保
年
金
課
と
し
て
周
知
徹
底 

 

世帯区分 年金収入 軽減割合 保険料  軽減割合 保険料 差額増加 

単身世帯 
75 歳以上 

  79 万 6 割 10,000  7 割 11,200 ＋1,200 

 201 万   ― 58,600  2 割 64,000 ＋5,400 

 400 万   ― 185,600    ― 200,800 ＋15,200 

夫婦世帯 
夫婦共に

75 歳以上 

夫：79 万 6 割 
6 割 

15,200 夫の保険料 
妻の保険料 

7 割 
7 割 

11,200 
11,200 

 
＋7,200 

夫:201 万   ― 
  ― 

71,600 夫の保険料 
妻の保険料 

2 割 
2 割 

64,000 
29,900 

 
＋22,300 

夫:400 万 
 

  ― 
  ― 

198,600 夫の保険料 
妻の保険料 

  ― 
  ― 

200,800 
37,400 

 
＋39,600 

夫婦世帯 

夫75歳以
上、妻 75

歳未満 

夫：79 万 

 

6 割 

6 割 

15,200 夫（後期） 

妻（国保） 

7 割 

6 割 

11,200 

7,600 

 

＋3,600 

夫:201 万 

 

  ― 

  ― 

71,600 夫（後期） 

妻の保険料 

2 割 

  ― 

64,000 

19,000 

 

＋11,400 

夫:400 万 
 

  ― 
  ― 

198,600 夫（後期） 
妻（国保） 

  ― 
  ― 

200,800 
19,000 

 
＋21,200 

同居世帯 
75歳以上 1

人、75 歳未

満 の 子 供

夫 婦 の 夫

が世帯主 

高齢者：
79 万 

  ― 
  ― 

153,900 後期高齢 
国保 

  ― 
  ― 

37,400 
140,900 

 
＋24,400 

高齢者： 
201 万 

  ― 
  ― 

187,500 後期高齢 
国保 

  ― 
  ― 

71,600 
140,900 

 
＋25,000 

★ 世 帯 主
＝高齢者： 
400 万 

  ― 

  ― 

314,550 後期高齢 

国保 

  ― 

  ― 

200,800 

140,900 

 

＋27,150 

後期高齢者医療分が
色分けされます。 
負担限度額 56 万の場
合で見てみると 
★７月の請求書から 
●医療分：45 万円 
●後期高齢者支援分： 

     11 万円 
このように区分して
明記され、現役世代と
高齢者の分断につな
がるとの批判も！ 


